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研究成果の概要（和文）： 
本研究は教育開発分野における比較研究である。学校内で子どもが身に付ける理数科リテラシ

ーと学校を取り巻く社会的文脈が相互作用する様子を記述、分析することを目的とした。前回の
科学研究の結果を踏まえて、本研究では言語と試験に注目した。成果として、異なる社会そして
異なる時代が試験制度の在り方に対して大きな影響を及ぼしていることを指摘した（「教育と社
会の結節点としての試験制度」）。2010年11月国際ワークショップを開催し、数学教育と言語に
ついて、西シドニー大学Allan White准教授を招へいした。研究成果は報告書とともにHPを使
って広報した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This research is a comparative research in the field of educational development. It aims at 
description and analysis of interaction between the mathematics and science literacy 
which children acquire in school and social context surrounding school. In this research 
we paid attention to language and examination based on the result of the previous 
research. As a result, it pointed out that different societies and times made a tremendous 
impact on the examination system (Examination system as a node of education and 
society). In Nov 2010, we held an international workshop to discuss the output of research 
and invited also Prof. Allan White to talk on mathematics education and language. The 
result of the research is compiled as a report and it is made public on our web-site.  
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１．研究開始当初の背景 
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所,2003)の中で、義務教育を通して習得し、
社会に出た後に発揮できる力として、「リテ
ラシー（読解、数学的、科学的側面からなる）」
を定義した。それは共通の枠組みを持って調
査するものであり、前回の科学研究が共通調
査の実施とその比較に力点をおいていたこ
とに対応する。 

これら社会的文脈と理数科リテラシーに
向けた学校での取り組みとの相互作用が歴
史的に累積することで、次に述べる流れにつ
ながっていく。内発的発展は鶴見、川田(1989)
が 1970 年代半ばに議論したものである。そ
れは「先進国の模倣にとどまらない、自己の
社会の伝統の上に立ちながら外来のモデル
を自己の社会の条件に適合するように創り
かえていく発展のあり方」であり、近年の国
際協力におけるオーナーシップという原理
を踏まえれば非常に重要な考えである。特に、
教育開発のような広範な社会的取り組みを
必要とする場合、そのあり方にまで立ち戻り、
歴史的に捉える必要がある。 

以上の三つの大きな流れ「リテラシー」、
「社会的文脈」、「内発的発展」を踏まえ、開
発途上国における学校内での取り組みと社
会的文脈の間での相互作用について記述、分
析し、開発途上国における理数科教育の内発
的発展モデルを考察する。 

今回の調査ではその予備的考察として、参
加国による学校内の取り組みと社会的文脈
の関係を明らかにすることを重視した。 
 
２．研究の目的 

「教科教育学」から見た学校内で子どもが
身に付ける理数科リテラシーと「比較教育
学」から見た学校を取り巻く社会的文脈（特
に教授言語と試験）が相互作用する様子を記
述、分析することを目的とした。 
 
３．研究の方法 

各国において調査研究実施国は 5 カ国（モ
ンゴル、中国、フィリピン、バングラデシュ、
ケニア）である。 

意図されたカリキュラムのレベルで、理数
科リテラシーを検討し、社会的文脈（特に教
授言語、試験）と学校教育との相互作用につ

いて、ケーススタディを行う。これらは全て
を網羅するというよりも、各国の特徴を析出
することに重点を置く。また併行して、各国
に関する文献を収集、分析する。 
研究者の間では、メールベースでの意見交

換や調査に関する調整作業を行う一方で、海
外調査を実施した上で、日本でワークショッ
プを実施し、共有・検討した。 
 
４．研究成果 

2010年11月には国際ワークショップ「開発
途上国における社会的文脈に焦点づけた数学
的リテラシーの開発研究（Development 
Research of Mathematics Literacy in the 
Developing Countries: Focusing on Social 
Context）」を開催し、研究成果の発表を行っ
た。 
 その概要は次のとおりである。 
 
第一部 社会的文脈としての言語 
1. Allan White (University of Western 
Sydney, Australia) 
"Mathematics Word Problems in 
Multicultural Classrooms" 

多文化の教室においては言語の問題をはら
んでいる。リテラシーの観点から、特に重
要なのは文章題の解法である。この問題に
向き合うためには、子どもたちがどのよう
に解いているのか、解こうとしているのか
を調査する必要がある。Newmanの誤答分
析はオーストラリアの教育者Anne 
Newmanによって1970年代に開発された。
それは5段階のスキル、読解、理解、変換、
過程、解答から成り立っている。この方法
は他教科そして多くの教育プログラムにと
りいれられた。代替モデルも考案されたが、
その診断的簡便性と経験との整合性から、
この分析は現在も多用されている。 
 

2. Toyomi Uchida (Hiroshima University, 
Japan) 
"Word Problems in Mathematics Problem 
Solving in Zambia" 

ザンビアにおいては、文章題の解決が大き
な意味を有しているが、言語と数学の関連
は十分に研究されていない。ここでは、数
学の文章題に焦点づけ、子どもの抱える問
題点を調査によって明らかにした。子ども
たちは正答にたどり着くまで多くの段階を
経ている。文章題を声に出して読めるが理
解できないもの、聞くことによって理解で
きるが読めないもの、また問題場面を説明
できるのに解けず、具体物を示してようや
く解けるものなどである。調査の過程で可
能な限り日常場面を再現した（現地語、実
物場面）が、最後まで解けない子どもも少
数ながらいた。 
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第二部 社会的文脈としての試験 
3. Takuya Baba (Hiroshima University) 
"Examination System as a Node between 
Education and Society" 

試験は6世紀の中国で、文官任用のための科
挙制度としてはじめられた。その他の国で
はこの制度を取り入れるのに時間がかかり、
そこでは旧来の制度との間で摩擦を起こし
た。「試験は近代工業社会とその開発にと
って主要な社会制度」 (天野, p.iii)と言われ
るように、近代教育において人的資源の管
理のために試験が必要であった。本研究で
は試験制度の歴史的展開を論じた。 
これまでの一元的な価値観に基づく競争か
ら多元性とグローバル化という二つの異な
る方向性が出現しつつあることを論じた。 
 

4. Miheso Marguerite K. O'connor 
(Kenyatta University, Kenya) 
"The Social Implications of Student 
Performance in Mathematics on the 
Development of Mathematics Education in 
Kenya" 

数学は重要な教科であり、カリキュラムの
中で最も頻繁に検討される教科である。そ
の結果、頻繁に政治的な様相を持つ。試験
結果は、数学教育においてジェンダー、文
化などの社会的側面を見直しさせる。この
ように社会的変容における数学教育の役割
に焦点を当てて論じた。 

5. Florence Thomo Mamba (Hiroshima 
University, Japan) 
"An Investigation into Students' 
Misconceptions in Liner Equations in 
Public Schools of Malawi" 

マラウィ高校生の一次方程式に関するミス
コンセプションについて明らかにした。生
徒は経験を通して既有知識を形成している
が、新しい知識を学習する際に、それが影
響を与えていた。 

6. Uddin Mohsin (Bangladesh Open 
University, Bangladesh) 

"Examination System in Bangladesh and 
its Influence on Students and Teachers" 
本研究はバングラデシュの試験制度とその
教師や授業家庭への影響について、文献調
査及びインタビューにて調査した。国家試
験によって生徒はやる気を出したり、その
弱点が分かると、教師が認識していた。小
学校レベルでは試験について懐疑的な意見
もあった。 

7. Oyunaa Prevdorj & Gansukh Dagvadorj 
(Ministry of Education, Sports and Science, 
Mongolia) 
"Examination System in Mongolia" 

モンゴルにおける試験制度とその意義につ

いて調査した。調査対象者の教師や保護者
は、試験政策、成績、それがもたらす影響
などについて回答した。積極的、否定的意
見が共に得られた。試験は厳然として教授
学習過程に影響を及ぼすこと、教師の給与
に影響するバウチャー制度が、教師に甚大
な影響を及ぼしていることが明らかになっ
た。 

 
以上より、第二部の参加者は各国における

試験制度とその問題点について議論した。 
・試験は社会制度である。 
・試験には政治的側面（ジェンダーなど）が
ある。 
・保護者が試験結果に関心を寄せている。 
・試験は教授学習過程に影響を及ぼす。 
・試験制度の新しい局面として、グローバル
化と多様性が現れつつある。 
などの諸点が明らかになった。 

 
成果は報告書（100 部）を印刷し配布する

とともに、研究室 HP に掲載した。 
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